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【目的】熱帯泥炭土壌は地下水位が高く、農地利用

には排水が必要とされる。しかし、泥炭土壌の排水

は CO2 の発生や地表面沈下を引き起こす原因とな

る。サゴヤシは未排水の熱帯泥炭土壌で栽培できる

唯一のデンプン作物である。これまでに、年間の平

均 地 下 水 位 が 高 い 圃 場 ほ ど 葉 数 や 幹 体 積 増 加 速 度

が高まることが明らかにされている。この原因とし

て、根域での地下水滞留時間が長いほどサゴヤシの

生育が良好になることが考えられた。これを解析す

る方法の一つとして、本研究では定期的な地下水位

測定とサゴヤシ生育調査を行い、地下水位の経時変

動とサゴヤシ生育との関係を検討した。  

【方法】①対象地域：インドネシア国リアウ州テビ

ンティンギ島（ 1°30’N 103°40 ’E）サゴヤシプラン

テーション。②調査地点：排水路で 1 km×0.5 km に

区画された 6 圃場を供試。圃場の端から中心に向か

って等間隔に 5 ヶ所を調査地点に設定。③供試サゴ

ヤシ：各調査地点に 1 本の、移植後 6 年または 8 年

（ 2005 年 5 月時点）のトゲサゴ (Metroxylon sagu )。

④調査期間： 2005 年 6 月～ 2008 年 9 月。⑤調査項

目：サゴヤシ生葉数、幹直径、幹高、地下水位（供

試サゴヤシから 1 m 離れた地点に 1～ 1.3 m の深さ

まで埋設した塩ビ管内で水位を測定）を毎月 １ 回 。 

【結果】①サゴヤシ 1 本あたり生葉数は、移植後年

数にかかわらず 10～ 16 枚の範囲でほぼ一定に推移

した。②幹直径は、0.45～ 0.56 m の範囲でほぼ一定

に推移した。③幹高は、0.07～ 0.10 m month - 1 で増

加した。④地下水位は、いずれの圃場でも同様に周

期的な経時変動があると推測された。⑤調査期間を

約 6 ヶ月ごとに区切り、期間中の幹高増加速度と平

均地下水位の関係を検討した。平均地下水位が低い

ほど幹高増加速度が低下する傾向が認められたが、

一 定 値 以 下 の 地 下 水 位 で は こ の 関 係 が 認 め ら れ な

かった。  


